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新渡戸カレッジ校長であり、北海道大学総長の寳金
清博です。北海道大学へ興味を持っていただき、心か
ら感謝申し上げます。

2020年当初から、私達の当たり前の日常が大きく
揺らいでいます。コロナ禍の中で、国際化、国境を越え
た人と人との繋がりは、大きな試練の時期を迎えてい
ます。皆さんに向けたメッセージを書いているこの時
期においても、コロナ禍は、第三波の最中にあり、出
口はまだ、見えません。
しかし、いずれ、私達は、この試練を乗り越え、さら

に力強い人と人との絆を取り戻すと確信しています。
暗闇の中だからこそ、「光」がはっきりと見えるもので
す。このコロナ禍の中でも、人と人は国境を越えて繋
がりを求めるものであり、オンラインなどの新しい日
常「ニューノーマル」を築いて、「光」の繋がりを一層強
めています。
新渡戸カレッジは、国際的な感性を持った豊かな人

間性をはぐくむための学部横断的な特別教育プログラ
ムです。北海道大学の教育プログラムの中でも、異彩を
放つものであり、これまで、高い評価を得てきました。
このコロナ禍の暗闇の中だからこそ、「光」を放つ独創
的な教育プログラムです。
本カレッジ名の由来である新渡戸稲造は、豊かな精

神性と真 な活動により、本学の目指す「全人教育」の
規範となる大先輩です。このカレッジを構想するにあ
たり、本学は新渡戸稲造の精神を三つにまとめました。
それは、第一に「深い倫理性に基づいた品位ある自律
的な個人の育成」、第二に「日本人としての自覚を持

ちつつ、偏狭な排外主義に陥らない国際精神の涵
養」、第三に「互いに国籍の区別を設けないで親しく交
わる国際的教育の組織」です。
新渡戸稲造は、本学の前身である札幌農学校の第

2期生であり、また、教員として札幌農学校に11年間
在籍しました。国際連盟事務次長を務めるなど近代日
本きっての国際人であると同時に、「武士道」をはじめ
とする数多くの著作を発表した文筆家でもあります。
この新渡戸稲造の活動のように、高い精神性と異文化
理解、コミュニケーション能力を身につけた人材を数
多く輩出することが、総合大学としての本学の使命と
考えて、2013年4月、北海道大学は、新たな学士課程プ
ログラム「新渡戸カレッジ」を創設しました。
新渡戸カレッジの特色の一つは、すでに社会で活躍

されている国際経験豊かな本学同窓生等に、カレッジ
副校長やフェローとして協力いただき、新渡戸カレッ
ジ生の学修やキャリア設計を支援して頂いておりま
す。これは、日本の大学でははじめての試みです。カ
レッジ生の皆さんは、フェローの方々の貴重な経験や
知見を学び、積極的に活用されることを期待します。
本学のホームページの総長メッセージでも、私は、

「光」は「北」から、「北」から「世界」へという表現を使っ
ています。「光」は、皆さん一人一人が持つ「夢」だと思い
ます。その小さな「光」を集め、大きなまばゆい光の束
となって、「世界」に届けるために、是非、新渡戸カレッ
ジで学んでください。新渡戸カレッジは、必ず、皆さ
んの期待に応えるはずです。

北海道大学総長 ／ 新渡戸カレッジ校長

寳金 清博

「
光
」は「
北
」か
ら
、

「
北
」か
ら「
世
界
」へ
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グローバル社会で活躍できるリーダーに！

各学部での教育にプラスして、グローバル社会で活躍するために
必要なスキルとマインドを身につけるプログラムです。

北海道大学12学部の全ての学生を対象とした学部横断的教育カリキュラムです。

学部教育 グローバル社会の
リーダーに必要な
スキルとマインド

北海道大学の全12学部の
学生が対象
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北大 「新渡戸カレッジ」とは

新渡戸カレッジの入校と修了

1年 2年 3年 4年 5年 6年

M1年 M2年

基礎プログラム
5単位・10ポイント以上

1年間

基礎プログラム
4単位以上

基礎プログラム
修了証書

オナーズプログラム
海外留学を含む6単位以上（基礎プログラムと通算して11単位以上）

卒基礎プログラム修了後 業まで

オナーズプログラム
4単位以上

半年間基礎プログラム
修了後

Summa cum Laude
Magna cum Laude
Cum Laude

基礎プログラム
修了証書

優秀賞

Associate

大
学
院
教
育
コ
ー
ス

学
部
教
育
コ
ー
ス

※『学部教育コース』と『大学院教育コース』の 2つがあります。

半年間

大学院生対象
※

Associate
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新渡戸カレッジ学部教育コースの特長

基礎プログラム（1年間）とオナー
ズプログラム（２年目から卒業ま
で）の2段階の構成です。

グローバルリーダーを育成する
2段階の教育プログラム1

フェローとの出会いを通して、新渡戸カレッジ生は、人生の意味、大学で学ぶことの意義を考
え、自己省察する機会が得られます。社会経験、人生経験豊かなフェローと身近に接し対話す
ることで、カレッジ生は、視野を広げ、世界が直面する諸課題を身近なものとしてとらえる力
を鍛えると同時に、やる気を高め、将来の人生設計（キャリアデザイン）の検討への第一歩を
踏み出すことができるでしょう。

国際経験の豊かな同窓生等からなる
フェローによるキャリア支援

p.10 ／ p.1 34
「フロンティア精神」「国際性の涵養」「全人
教育」および「実学の重視」という北海道大
学の4つの基本理念に加え、新渡戸カレッジ
生の「リーダーシップ力」を涵養するため
に、次の5つの方針の教育を行います。

グローバルリーダーに必要なスキルと
マインドを育む独自のカリキュラム2
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北海道大学の
理念

フロンティア精神

国際性の涵養 全人教育

実学の重視

Glo
bal leaders

新渡戸稲造の
生き方と精神に学ぶ

スキルとマインドを
融合した複合教育

アクティブラーニング
と主体的な学び

同窓生キャリアの活用
個々の能力と特性と
人間力の育成

基礎プログラム

オナーズ
プログラム

グローバル社会でリーダーとして
活躍できる能力を養成します

リーダーシップの重要性と国際社会の理解を促します

目標

目標

1年間

基礎プログラム修了後
卒業まで

海外において高い倫理観と豊かな人間性をもっ
た自律的な個人の確立、論理的な思考力と高い専
門性を身につけることを目的とした多様な留学
プログラムを提供します。また、各種奨学金制度に
より渡航費や留学中の生活費を支援します。

自律的な個人の確立と
専門能力を高める留学制度3 p.9



新渡戸カレッジでは、2段階方式で入校生を決定します。

基礎プログラムにおいて、所定の単位と新渡戸カレッジポイントを取得した者には「新渡戸カレッ
ジ基礎プログラム学部教育コース修了証書」を授与します。

留学支援英語

海外短期語学研修

国際交流科目

日本文化・社会に関する理解増進科目

グローバル基礎科目（国際理解と海外留学）

グローバル基礎科目（リーダーシップとチームワーク）

新渡戸学（フェローゼミ）

フィールド型演習

多文化交流科目

大学と社会

グローバル・キャリア・デザイン

2

2

1又は2

1又は2

必修

選択

選択

選択

必修

必修

必修

選択

選択

選択

選択

1

1

1

2

2

1

2

授業科目 単位 修了要件 修了に必要な単位数

2単位以上
留学支援英語2単位

は必修

3単位以上
グローバル基礎科目、
新渡戸学（フェローゼミ）
合計3単位は必修

一定レベルの英語能力
（TOEFL-iBT61点=TOEFL-ITP500点以上相当）

所定の単位とポイントを取得

▶留学を、自分の目指す学びや研究を実
現させるための手段として位置づけ、
計画をたてる「国際理解と海外留学」

▶ リーダーのあり方や必要な資質など
についてグループワークによる実践
を通して考える「リーダーシップと
チームワーク」

▶ 英語を母語とする講師による少人数
クラスによる実践英語

▶英語によるコミュニケーション能力の
向上

▶留学時に必要なアカデミックスキルの
修得

▶ フェローの主導により現地視察の中
から課題を発見しグループワークに
より課題解決方法を探る演習

入校要件

修了要件

グローバル
基礎科目

留学支援
英語

新渡戸学
（フェローゼミ）

基礎プログラム

1年間
新渡戸カレッジ 学部教育コース

2023年度に入学した学部学生

新渡戸カレッジ入校の
志望理由書を審査し選抜

基礎プログラムの必修科目
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2段階

9月
正
式
入
校

1段階

4月
仮
入
校

現地視察の例／町村農場（江別市）



新渡戸カレッジの海外留学には長期留学プログ
ラム（交換留学）と短期留学プログラムの2種類
があります。新渡戸カレッジでは「海外留学」と
して、長期留学（交換留学）を奨励しています。た
だし、所属する学部・学科カリキュラムの関係
上、長期留学が困難な場合においても、さまざま
な短期留学プログラムを提供しています。また、
北海道大学では各種奨学金制度を設けており、
渡航費や留学中の生活費を支援します。

交換留学は、北海道大学の交流協定大学（およそ50の国と地域250あまりの大学等）に1年未満留
学する制度です。留学先で取得した専門科目の単位が、所属部局が認める範囲内で設定されます。

海外の協定大学等において、英語で開講される授業や
実習等を通して、より専門性の高い科目を学ぶプログ
ラムです。

卒業時、新渡戸カレッジ科目11単位以上、TOEFL- iBT80点以上、成績上位50％以内の全てを満
たした修了生には、英語と学部教育の成績により、以下の3段階の称号を付与します。

▶ 学生が社会人、フェローの国際感覚や経験に触れ、考える
力・行動力・チームワーク力・人間性などを高めることを目
的に、年数回実施します。

▶ 毎回、学生が将来や進路など自分が設定したテーマについ
て希望のフェローと話し、助言を受けてさらに考え、行動に
つなげるという形で進めます。

▶ 参加者からは、多様な考え方を学び、大学生活、進路、人生、
自分自身など新たな視点から捉えることができた、視野がひ
ろがったなど効果についてさまざまな声を聞いています。

短期留学プログラム
短期留学スペシャルプログラム
学部専門レベル短期留学
国際インターンシップ

長期留学プログラム（交換留学）

短期留学プログラム
◎短期留学スペシャルプログラム

海外における企業等での研修を通して総合的な人間
力を培う実践的キャリア教育プログラムです。

◎国際インターンシップ

学部等が独自に開発し、単位認定している短期留学プ
ログラムです。詳細は、所属する学部等でお問い合わ
せください。

◎学部専門レベル短期留学

（= with highest honor）

新渡戸カレッジ

Summa
cum Laude

TOEFL-iBT100点以上、

所属学部学科等における通算GPA（成績）が

上位15％以内

（= with great honor）

新渡戸カレッジ

Magna
cum Laude

TOEFL-iBT90点以上、

所属学部学科等における通算GPA（成績）が

上位30％以内

（= with honor）

新渡戸カレッジ

Cum Laude
TOEFL-iBT80点以上、

所属学部学科等における通算GPA（成績）が

上位50％以内

海外留学

長期留学プログラム
（交換留学）

対話プログラム

修了要件

オナーズプログラム

卒業まで

新渡戸カレッジ 学部教育コース

海外留学

社会人との一対一の対話によるメンタリング・プログラム

基礎プログラム修了後
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アメリカサンディエゴ州立大学（交換留学）

工学部４年 宮原 雄太さん
留学先

私は3年生の夏から約9か月間、アメリカのサン
ディエゴに留学しました。1年生の時にグローバル
基礎科目で先輩方の留学体験談を聞いて、将来の
人生の幅が広がりそうだと思い、交換留学に応募
しました。留学中は現地学生と一緒に授業をうけ、

友達とジムで筋トレしたり旅をしたり、忙しくも
充実した日々を過ごしました。慣れない言語や環
境のために苦労したこともたくさんありました
が、そのおかげで留学前よりも生きる力がついた
と思います。自分が慣れ親しんだ場所から飛び出
し新たな環境に身を置くことは大変なことです
が、その先に見えてくる世界や考え方を知ること
は非常に面白いです。もし興味があるなら、ぜひ挑
戦してみて下さい。

オンライン留学（国際インターンシップ）

理学部３年　邨瀬 史伎さん
留学先

わたしは新渡戸カレッジで多くのプログラムに参
加してきました。その一部をご紹介します。
国際インターンシップはコロナ禍のためオンライ
ンで行われましたが、逆にその環境を活かして複
数の国の方々と同時に議論し、それぞれの立場か
らアフターコロナに向けた戦略を考えるなど、今
しかできない経験を得ることができました。

フェローゼミにはチューターとして参加し、ジェ
ンダー問題についてゼミ生が主体的に考えて活動
ができるよう、準備に工夫を凝らしました。
アドバンストゼミでは、合宿を通じて十勝の自然
から、SDGｓなど世界の諸問題について仲間と共
に考えることができました。
新渡戸カレッジでは、視野を広げ、国際的な感性を
養い、グローバルに活躍する礎を築くことができ
ます。挑戦すれば必ず大切な何かを掴める場所で
す。

先輩たちの新渡戸カレッジ体験談
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北大を目指すみなさん、刺激的な体験と仲間が待っています！



北海道大学は「フロンティア精神」「国際性の涵養」「全人教育」「実学の重視」の4つの基本理念のもと、
国内外の様々な分野においてパイオニアやリーダーなどとして活躍する人々を輩出してきました。

新渡戸カレッジ生は、フェローによるゼミ（「フェローゼミ」・「セルフキャリア発展ゼミ」）、講演会、
メンタリングプログラム（「対話プログラム」）などさまざまなプログラムを通してフェローの知見と
経験に触れ、グローバル社会で貢献できる人を目指して成長する上での糧とすることができます。

新渡戸カレッジ生の皆さんへ
フェローからのメッセージ

自分のキャリアは自分次第で創れる

新渡戸カレッジのフェロー制度
同窓生等によるキャリア教育

こうした同窓生等のなかから選ばれた人々が
「新渡戸カレッジフェロー」となり、

新渡戸カレッジ生のキャリア教育に携わります。
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昔から旅のリポーターに憧れ世界に興味を持ち、東京の私立大学
で地理学を学んだ後、アナウンサーに。テレビ局退職後は、相手と向
き合いながら伝える仕事がしたいと思い講師に転向しました。教育現
場で働くことでキャリア教育の大切さに気づき、教育サービスの会社
を起業。学びを深めようと、社会人になって北大大学院で教育について研
究したことは、今の仕事に大いに役立っています。
学生の皆さんからは、目標があるけどどう進めたらよいか分からない、将来が漠然と
していて見えないなど、さまざまな悩みを聞きます。しかし、1泊2日の合宿を行うセルフキャリア発展ゼ
ミでは、他学科の学生の話からヒントを得たり、対話プログラムでは多様な人生を歩んできた先輩フェ
ローの体験やアドバイスが参考になっていたりすることも多いようです。新渡戸カレッジは教科横断的
プログラムでもあり、他学科の仲間やフェローなど、分野や年代の違う人と接することで視野が広がると
実感しています。
人はいつからでもチャレンジできます。すべてを一つに決めず、少しでもやりた
いことがあったら学生時代にたくさん体験して、豊かなキャリアを築いていって
もらえることを期待しています。

薬学部を卒業後、アフリカでの狩猟採集民研究・フィールドワークを経て、現在はデータサイエンスに
もとづくマーケティング課題の解決に従事。好奇心に素直に従う非連続なキャリアで、多様な課題に出会
い考える日々を楽しんでいます。
新渡戸カレッジは、深い考察と広い視野を伴う実践知を身につけられる場所。海外留学を軸に幅広い
情報をインプットし、唯一解のない課題を自分なりに突き詰めてひとつの仮説や答えを出し、級友との
ディスカッションによって解を磨き上げる。これらのプロセスを通じて課題の本質を発見し、解決に向け
たアクションを提案し実行していくことを目指しています。
ひとりで考えぬく力と、他者と協働する力。高い理想を掲げてより良い明るい未来を描く力と、社会実
装を念頭において眼前の課題を冷静に見つめる力。困難なVUCAの時代にあって社会の変革を良き方向

に導くアイデアを見出すためには一見相反するスキルの両立が必要です。
素敵な出会い、またとない経験、糧となる悩み、生涯の学びがみなさんを待ってい
ます。様々な興味関心を持つカレッジ生と、多様な経験をし
てきたフェロー/教員とともに大きく成長していきましょ
う。ようこそ、新渡戸カレッジへ！

2016年教育学院卒／株式会社ハッピーアロー 代表取締役

元テレビ北海道アナウンサー 森 順子 フェロー

2010年薬学部卒・2015年保健科学院卒／（株）電通クロスブレイン

データユーティリゼーション1部　部長 萩野 泉 フェロー

唯一解のない問いに向き合い、実践知を身につけよう


